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案 件 等 

○座間市立図書館協議会委員委嘱式 

 委嘱状交付 

 教育長あいさつ 

〇第１回図書館協議会 

館長あいさつ 

 図書館協議会とは 

会長・副会長の選出 

議題 

 １ 令和４年度当初予算について 

 ２ 令和３年度図書館事業実施報告について  

３ 令和４年度事図書館業計画について 

４ 令和４年度図書館協議会開催計画案について 

５ その他 

資料 

 

 

資料№.１ 令和４年度図書館関係当初歳出予算                 

資料№.２ 令和３年度図書館実施事業報告  

資料№.３ 令和４年度図書館事業計画         

資料№.４ 令和４年度図書館協議会開催計画案 



冊子「本と旅する、子どもの未来―第三次座間市子ども読書活動推

進計画―」 

  座間市立図書館サービス計画2022 

  ざまの図書館 令和２年度版（2020） 

委嘱式 

 

 

 

 

 

 

協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・木島教育長・安藤教育部長出席のもと、委員７名に対し委嘱状が交

付された。 

 

・教育長あいさつ 

  

・委嘱式終了後、木島教育長・安藤教育部長は退席し、その後会議に

移行した。 

 

・開会あいさつ～図書館館長 

 

・事務局紹介 

  

・図書館協議会についての説明 

（座間市立図書図書館条例・座間市立図書館条例施行規則より） 

図書館協議会の委員は定数8人以内、任期は2年。再任することがで

きる。 

会長、副会長各一人を置く。委員の互選により決定する。 

会長は協議会を代表し、会議の議長となる。副会長は会長を補佐し、

会長に事故あるときは代理を務める。 

協議会の会議は必要に応じて会長が招集する。会議は委員の過半数

の出席がなければ開くことができない。 

協議会の議事は出席委員の過半数で決定する。可否同数の時は議長

の決するところによる。 

その他協議会の運営に関し必要なことは会長が協議会に諮って定め

る。 

以上、条例・規則に則り協議会を進めていく。 

 

・委員の自己紹介 

 

・会長・副会長の選出（委員の互選による） 



 

 

 

 

議題１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題２ 

 

 

 

 

 

  会長 遠藤委員  副会長 中村委員 

 

・会長挨拶 

 

これより会長が議長となり進行 

〇令和４年度 図書館関係当初歳出予算について 

 庶務係長より説明・質疑応答 

質問＞事業の名前自体になじみがない人もいると思うので事業項目 

の内容について簡単に説明してほしい。 

回答＞奉仕係長より説明  

   「資料整備事業費」＝図書購入のための予算 

   「維持管理経費」＝図書館施設を維持するための費用。具体的

には修繕費用、清掃委託や燃料の費用など。 

   「電算管理事業費」＝図書館で使っている電算システムの費用。 

             図書や貸出のデータ管理、図書の検策シ

ステムなどの費用。 

   「フロアーワーク事業費」＝本がたくさん並んでいるところで

案内したり返本をしたりする職員

を雇う費用 

   「電子図書運営事業費」＝電子図書資料の購入。電子図書館シ

ステムの使用料。 

「ブックスタート事業費」＝赤ちゃんが初めて本と出合うきっ 

かけを作るための事業費用。 

「図書館協議会費」＝図書館協議会を運営するための費用。 

「運営事業費」＝新聞・雑誌、図書館に必要な物品の購入するた

めの費用。 

「視聴覚教育費」＝DVD・ビデオなどの購入費用。 

 

〇令和３年度図書館事業実施報告について 

奉仕係長より説明・質疑応答。 

 

回答＞市内の団体や個人が研究したり集めたりしている作品などを掲

示する場を提供している。場所は正面玄関を入って右側のガラ

スケースとその周辺。小さい展示スペースだが人気がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題３ 

 

 

 

議題４ 

 

 

 

 

 

議題５ 

質問＞研修がいろいろあるが、大学生の地域研修や社会教育実習とは

どのようなものか。 

回答＞地域の人が図書館でボランティア活動することなどや図書館と

はどんなところかを学びたいということであった。本来ならワ

ンスモアブックスフェアなどを見て学んでもらいたいところだ

が、コロナ禍ということもあり中止になったのでクリスマス会

を題材に子どもとの関わり学んでいただいた。また、図書館の

カウンターや移動図書館の体験を通して図書館の仕事とはどん

なものかを学び市民と触れ合う機会を提供した。 

 

〇令和４年度図書館事業計画について 

 奉仕係長より説明 

質疑なし 

 

〇令和４年度図書館協議会開催計画案について 

 館長より説明・提案 

 第２回目 １０月２１日（金）午後１時３０分～ 

第３回目は２月の予定なので調整は今後とする。 

質疑なし、計画案が承認される。 

 

〇その他 

質問＞ブックスタートについて、以前はBCG接種に合わせて行ってい

たと思うが、現在はどうなっているか。 

回答＞現在は４ヶ月検診の時に行っている。コロナの関係で検診会場

に担当が立ち入ることができないため、手渡した後、読み聞か

せをしてみせるということは行っていない。参加者に自由に持

っていってもらうようにしている。図書館の直接もらいに来る

方もいる。 

今後、状況がよくなれば、今までのように読み聞かせなどを経験 

してもらいながら配布したいと思っている。 

質問＞数量的にはどうなっているか・ 

回答＞４ヶ月検診に来た方の95～97％くらいの方が持って帰ってくれ

ている。ブックスタートのバッグを街中でみかけることもある。 

ブックスタート事業を始めたのは平成２７年度からであり、そ 



の成果をどう図っていくか という話が他でも出た。始めたころ

の子どもが小学１年生になっている。小宮委員も学校の現場で気

づいたことがあれば今後教えていただきたい。 

 

会長＞これ以上質疑がないようでしたら会議を終了とします。 

 

 


